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狭
山
市
自
治
会
連
合
会

　

平
成
18
年
度
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。連
合
会

は
、「
輪
に
な
っ
て
地
域
と
と
も
に
住
み
良
い
狭
山
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
単
位
自
治
会
、地
区
自
治
会
連
合

会
、狭
山
市
と
連
携
を
密
に
し
、自
治
会
相
互
の
交
流

を
高
め
、地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。一
年
間
、よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

○
市
連
合
役
員
会
長
照
沼
善よ

し

海み 

副
会
長
髙
梨
貞
夫
、

高
橋
和
子 

幹
事
長
塩
野
谷
徳
司　

○
各
地
区
連
合

会
長
／
入
間
川
高
橋
和
子 

入
間
髙
梨
貞
夫 

堀
兼
照

沼
善
海 

奥
富
塩
野
谷
徳
司 

柏
原
吉
田
仁に

平へ
い 

水
富

井
上
隆 

新
狭
山
高
橋
和
昌 

狭
山
台
井
上
守も

り

衛え

写真前列右から塩野谷、高橋、髙梨、高橋氏
後列右から井上（隆）、井上（守）、吉田氏

　

羽
黒
神
社
の
祭
神

は
倉う

が
の
み
た
ま
の
み
こ
と

稲
魂
命
で
す
。創

建
は
応
永
年
間（
１
３

９
６
〜
１
４
２
８
）で
、

源
義
家
に
仕
え
た
大お

お

宅や

光み
つ

任と
う

を
先
祖
に
持

つ
伴ば

ん

蔵く
ら

人ん
ど

一か
ず

俊と
し

が
、羽

黒
権
現
の
お
告
げ
に

従
っ
て
出
羽
国
梁や

な

川が
わ（
山
形
県
鶴
岡
市
付
近
）か

ら
当
地
に
居
を
移
し
た
際
に
、氏
神
と
し
て
祀ま

つ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。神
社
の
拝
殿
左
手

に
は
菩ぼ

提だ
い

樹じ
ゅ

が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
市
の
指

定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。菩
提
樹
は
、毎

年
、梅
雨
の
時
季
に
淡
黄
色
で
香
り
の
よ
い
花

が
咲
き
、葉
の
裏
に
実
を
結
ぶ
の
が
特
徴
で
す
。

　5月20日㈯に不老川クリーン作戦が、また27日
㈯には、圏央道側道クリーン作戦が行われました。
地域の皆さんの力で、毎年行われるこれらの清掃
活動は、「きれいなまちづくり」推進のために大き
な役割を果しています。

　5月21日(日)、狭山稲荷山公園をスタート会場に
狭山市Recウオーク大会が行われました。当日は、
家族連れなど67チーム約370名の皆さんが、約4･
5･7㎞の3コースに分かれ、コマ地図を頼りに課題
を解きながら楽しくゴールを目指しました。

地域の力で清掃活動
 不老川と圏央道側道がきれいに

緑の木々と入間川のそよ風
 「見る・触れる・遊ぶ」のふれあいゲームを満喫

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
や
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
も
人
気
で
し
た

圏央道側道クリーン作戦の参加者は
約240名、拾ったごみの量は1.58㌧

不
老
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
参

加
者
は
約
１
千
１
０
０
名
、

拾
っ
た
ご
み
の
量
は
２
・
５
㌧

あなたが写っていませんか？広報さやまに掲載
した写真は、広報課で撮影したものでしたら無
料で差し上げます。 広報課までご連絡ください。

狭 山 の 史 跡
　公式モバイルサイトで市内の
史跡を巡るコースを多数紹介し
ています。ぜひご覧ください。

羽黒神社羽黒神社

human Town Photo studio

所在地加佐志174
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　5月25日㈭～28
日㈰、広瀬公民館
で｢広瀬芸術祭｣
が行われました。
絵画、陶芸などの
作品展示やコーラ
ス、フラダンスの
披露など、公民館

を利用するサークルが、日ごろの活動の成果を発表し
ました。最終日に行われたサロンコンサートでは、バ
ッハの名曲の数々が演奏され、観客を魅了しました。

小気味よい音を響かせ
 球を打ち合い ストレス解消

　5月10日㈬～6月21日㈬、市民総合体育館で初・
中級者卓球教室が開催されています。45名の参加
者は、ラケットの握り方やフットワークなどを基
礎から学び、中級者は初心者を助けながら、仲間同
士で心地よい汗を流しました。

　5月28日㈰、入間川小学校
でキッズトライアスロン大会
が行われました。熱い声援に
包まれ小・中学生100名が鉄
人レースに挑みました。

悪天候にも負けず　目指したゴール

　私たち入間中女子バレーボール部のモットーは
「自分を信じて、仲間を信じて、Do your best」。現
在の目標は、6月20日に開催される学校総合体育大
会狭山予選会に優勝し、県大会に出場することです。
平日は早朝と放課後、土・日曜日は練習試合と休まず
活動しています。その厳しい練習で築き上げた力と
チームワークで、目標に向かって進んでいきます。

中 林  美 穂さん
(富士見小学校勤務)

●支援員として勤務は3年め

●趣味は映画鑑賞と海外旅行

●好きな言葉は「まごころ」

英語活動支援員英語活動支援員英語活動支援員
エイゴカツドウシエンイン

部活紹介

入
間
中
学
校

 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

午
前
中
の
雨
で
、バ
イ
ク(

自
転
車)

が
中
止
。ス
イ
ム(

水
泳)

と
ラ
ン(

マ
ラ

ソ
ン)

の
２
種
目
で
競
わ
れ
ま
し
た

フィナーレはバッハの音楽で

   I once was a student in Fujimi elementary school.  That's 
why I am very happy to teach English to the students here 
now.  Let's enjoy and learn English!!
 　By the way, I have been to America, Australia, and so on
…  I had many  experiences there.  One special experience 
was being able to teach Japanese and Japanese culture at 
an elementary school in Australia. The students in Australia 
were very interested in Japan.  They tried to learn to speak 
Japanese,  and asked me many questions about Japan.  I 
was moved, but I noticed that I didn't know much  about 
my own country. The most important thing is....  we need 
not only study foreign language as  language , but to know 
our culture and the many wonderful things in the world. 
Therefore,  let's get to know the world we live in.

　私は、富士見小学校の生徒だったので、今この小
学校で英語を教えることができて、とても幸せで
す。楽しく英語を学びましょう。
　ところで、私は、アメリカ・オーストラリアなど
で、多くの経験をしました。特に、オーストラリアの
小学校で日本の文化や日本語を教えたことは、良い
経験でした。オーストラリアの子ども達は日本にと
ても興味を持っていました。彼らは日本語を学び、
話そうとし、私に日本についてたくさんの質問をし
てきました。そして、日本人の私が、自国のことをよ
く知らないことに気がつきました。大事なのは、外
国語を勉強するだけではなく、自国の文化や世界の
いろいろなことを学ぶ必要もあるということです。
さあ、皆さん、世界中を知ろう! (英文の要約)


